＜認定医申請における症例提出について＞
１．日本成人矯正歯科学会の認定医申請に症例を提出される場合、原則として以下の規約が定められております。
　1） 成人症例とは18歳以上で開始されたものと規定されています。
　2） 症例は申請者自身の治験であること。また他申請者による同一症例の提示は認められません。
　3） 症例は動的治療終了後２年以上経過したものとします。
　4） 本申請の資格に関わる学会費の納入状況等がご不明な場合は、申請に先立って学会
　　　事務局までお問い合わせ下さい。
　5） 提出資料は、複製したものを提出して下さい。万一資料の紛失、損傷に対しての責任は負いかねますのでご了承下さい。
　6） 症例資料のファイルはA4サイズの市販の物を各自で用意し、巻頭に［様式A］と［様式B］を入れ、続けてⅩ線写真、その他資料をまとめて下さい。
　7） その他、参考となると思われる資料がある場合はファイルに追加して下さい。
２．症例提出に必要な資料の作成方法は、以下の要領で行って下さい。
　1） 口腔模型
　　　治療前・後・保定後の３組は必要です。咬合の状態がわかるように矯正用平行模型等にして下さい。
　2） 本学会指定のフォーマット[等式A］と［様式B］の各項目に従って、症例の内容についての記載、資料等を過不足のないようにまとめて下さい。記載はできるだけワードプロセッサー等を使用して下さい。尚、項目とレイアウトが様式に沿っていれば、提出する A4 サイズの用紙は各自のもので結構です。
　3） ［様式A］について
　　　①　氏名欄には申請者氏名を記入して下さい。
②　タイトルは症例の要旨を記載して下さい。
3 全身所見、顎関節、歯周所見等の項目は記載することが望ましいが、特記すべき
ことがなければ、“特記事項無し”と記載して空欄にはしないで下さい。
④　装置の欄には症例に使用したすべての装置を記載して下さい。
4） ［様式B］について
　    以下の症例資料については治療前・後・保定後を用意して下さい。
　　　　①　顔写真（正貌、側貌）
　　　　　　 カラーのプリントが望ましいが、白黒でも可。但し、サイズをそろえて下さい。
　　　　②　口腔内写真（正面、左・右側面、上下顎咬合面：5枚）
　　　　　　 「矯正装置装着中」は装着中の咬合面観を含む矯正装置が確認できるもの。
　　　　③　パノラマまたは全顎デンタルⅩ線写真
　　　　　　 根尖まで撮影されたもの
　　　　④　歯式
　　　　　　 治療前・後において必要と思われる事項について記入して下さい。
　　　　⑤　頭部Ⅹ線規格写真の重ね合わせ
　　　　　　 重ね合わせの方法は見本に従い各自の方法で行って下さい。尚、術後のトレースは必要に応じて書き加えて下さい。
　　　　⑥　計測値
　　　　　　 指定の項目について計測値を記載して下さい。
以　上
